
 

 

 

   令和元年１１月２９日 

 

浅口市議会議長 井 上  男 殿 

 

座長  佐 藤 正 人   

 

 

議会報告会実施報告書 

 

開催日時  令和元年１１月１６日（土） １３時３０分～１５時３０分 

開催場所  浅口市健康福祉センター ２階 研修室 

出席議員 
沖原 有美、山下 周吾、横山 達士、石井 由紀子、藤井 立子、伊澤 誠、 

佐藤 正人、桑野 和夫、中西 美治、大西 恒夫、井上 男 

参加者数  ２１名 

概  要 

 

１．開会 

   井上議長あいさつ、出席議員自己紹介 

 

２．報告事項 

   議会の現状について（佐藤 正人） 

 

３．基調講演 

   演題：議会に何が求められ、市民はどう関わっていけばいいのか 

   講師：土山 希美枝 氏（龍谷大学 政策学部 教授） 

 

４．意見交換（グループ討議） 

テーマ：「どんな議会になってほしいですか？」 

   グループ意見 

・二元代表制として両輪の機能発揮 

    ・議会基本条例はどうなったか 

    ・議員間討議を積極的にしてほしい 

    ・防災に対する意識を行政、議会ともに高めてほしい（護岸が危

ない！） 

・発言と議員提案を多く 

    ・行政提案に対し、議会からも提案してほしい 

    ・市議と市民の話し合いの場が少ない 

    ・無駄のない行政の遂行 

・市民と議会のコミュニケーションを深め近づけること 



 

 

・インターネット配信で開かれた議会に！ チャレンジ！！ 

    ・議会でしっかり提案する 

    ・地区の代表者との意見交換の場をしっかり持つ、そこから提案

していく議会！ 

 

【意見交換に対する講師の講評】 

  議会に求められることは、わがまちの課題に対して政策や制度をより

良くするための議論をしていくこと。議会は、監査と提案を重視してい

くことが大事。監査とは、現在の事業が政策に生かされているかをチェ

ックしていくこと。 

市民との意見交換を通し、議会として自分たちはどう考えるかを議員

同士でしっかり討議することに議会基本条例の意義がある。 

そして、インターネット配信など開かれた議会を目指して、段階的に

新しいことに挑戦していくことも大事である。 

 

５．閉会 

   伊澤副議長あいさつ 

 

 

備  考 

 

報道機関：山陽新聞社、笠岡放送 

 

 

 

 


